
今月号の主な内容
美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち

5 香美町広報
平成21年 5月号
（第 50 号）

【写真】安全・安心なまちを目指して
  香美町消防団出初式

　4 月 19 日、村岡小学校で行われた平成
21 年香美町消防団出初式。
　団長以下、556 人が出席。一致団結し、
火災予防・災害防除に努め安全安心なまち
づくりを誓いました。

・兵庫県大型観光交流キャンペーン
・行政トピックス
　・香美町長選挙・香美町議会議員選挙
　・消防団新体制
　・犬の登録・狂犬病予防注射　ほか　
・まちの出来事　　　　　　            
・キラリ香美町　　
　(別冊 けいじばん、いきいきカレンダー )
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昨
年
12
月
に
地
質
公
園

「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認

定
さ
れ
た
、
山
陰
海
岸
（
香

住
〜
浜
坂
間
）
を
巡
る
遊

覧
船
の
特
別
運
航
を
、
４

月
か
ら
６
月
の
３
ヵ
月
間
、

期
間
限
定
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

特
別
運
航
は
、
週
２
回
。

水
曜
日
に
は
新
温
泉
町
の

「
い
わ
つ
ば
め
号
」
が
浜
坂

港
か
ら
、
木
曜
日
に
は
本

町
の
「
か
す
み
丸
」
が
香

住
東
港
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

出
航
し
往
復
し
ま
す
。

　

日
本
屈
指
の
海
岸
景
観

を
船
上
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
山
陰
海
岸
の
地
質
遺
産
が
一
気
に
味
わ
え
る
な
ど
、

観
光
客
か
ら
大
変
好
評
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
区
間
は
、「
鎧
の
袖
」「
釣
鐘
洞
門
」「
但
馬
御
火
浦
」

「
三
尾
の
大
島
」
な
ど
、
国
・
県
指
定
の
天
然
記
念
物
や

名
勝
が
多
数
あ
る
ほ
か
、
日
本
列
島
誕
生
を
物
語
る
地
層

群
が
連
な
る
な
ど
、
地
質
学
的
に
も
大
変
貴
重
な
海
岸
で

す
。
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「
あ
な
た
に
会
い
た
い
兵
庫
が
い
ま
す
」　

　
　
　

兵
庫
県
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
！

〜
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
〜

　

日
本
列
島
の
神
秘
を
め
ぐ
る
旅

　

４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
兵
庫
県
全
域
を
舞
台
に
し

た
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
あ
い
た
い
兵
庫
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
、
香
美
町
で
は
次
の
特
別
イ
ベ
ン
ト

を
中
心
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
訪
れ
た
観

光
客
の
皆
さ
ん
に
香
美
町
の
魅
力
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。

　

「
あ
い
た
い
兵
庫
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
と
は
、
兵
庫
県
、

県
内
全
市
町
、
観
光
関
連

団
体
、
経
済
団
体
な
ど
が

連
携
し
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

の
実
施
す
る
「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

行
う
大
型
観
光
交
流
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
。

　

兵
庫
県
で
は
初
め
て
の

実
施
と
な
り
ま
す
。　

　

香
美
町
で
は
、
関
係
自
治
体
・
観
光
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
今
年
度
の
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
認
定
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

遊
覧
船
か
す
み
丸
の
代
表
取
締
役
で
、
船
長
も
務
め
る

山
口
都み

や

こ子
さ
ん
（
写
真
後
列
右　

香
住
区
一
日
市
）
は
、「
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
機
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
香
住
海

岸
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
香
美
町
に
は
、
松
葉
ガ
ニ
、
但
馬
牛
、
村
岡
米
、
日

本
の
夕
陽
百
選
『
今
子
浦
』、
平
成
の
名
水
百
選
『
か
つ

ら
の
千
年
水
』、
御
崎
の
灯
台
な
ど
全
国
に
誇
れ
る
も
の

が
沢
山
あ
り
ま
す
。
香
住
海
岸
も
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
ど

ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
、
香
美
町
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

地
元
の
た
め
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

＜遊覧船かすみ丸の皆さん＞

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
は
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・D

estination

（
目
的
地
・
行
き
先
）
と　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・C

am
paign

（
宣
伝
）
の
造
語
で
す
。 

運航会社 出発時刻

遊覧船かすみ丸
[ 木曜日のみ運行 ]

香住漁港東港
10:00 発

浜坂漁港
11:35 発

但馬海岸遊覧船
いわつばめ号
[ 水曜日のみ運行 ]

浜坂漁港
9:00 発

香住漁港東港
10:50 発

▼４月１日城崎駅で最初のツアー客を歓迎しました。

▼名勝、奇岩をめぐる遊覧船

▼運航内容

※



　

今
か
ら
７
千
年
前
の
住

居
跡
、
復
元
住
居
の
体
験

と
上
ノ
山
遺
跡
を
め
ぐ
る

コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

古
代
体
験
の
森
は
、
昭

和
61
年
か
ら
行
わ
れ
た
上

ノ
山
遺
跡
の
発
掘
調
査
を

き
っ
か
け
に
整
備
さ
れ
た

施
設
で
、
復
元
さ
れ
た
竪

穴
式
住
居
や
高
床
式
倉
庫

を
見
学
し
て
い
た
だ
く
ほ

か
、
勾ま

が

た

ま玉
や
土
器
の
製
作
、

火
お
こ
し
な
ど
古
代
生
活

の
一
部
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

管
理
人
の
井
上
克
己
さ

ん
（
小
代
区
佐
坊
）
は
、「
緑

に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

美
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

真
心
を
こ
め
た
お
も
て
な

し
で
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
一
つ

の
き
っ
か
け
に
し
て
、
一

人
で
も
多
く
の
皆
様
と
の

出
会
い
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

〜
古
代
体
験
の
森
〜

　

小
代
の
歴
史
と
と
も
に
歩
く

　

但
馬
高
原
植
物
園
は
、

植
物
園
と
い
う
よ
り
英
国

の
大
き
な
屋
敷
に
あ
る

「
ガ
ー
デ
ン
」
に
似
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

瀞
川
平
の
自
然
を
そ
の

ま
ま
生
か
し
な
が
ら
、
四

季
の
草
花
や
樹
木
を
楽
し

め
、
庭
好
き
に
は
た
ま
ら

な
い
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

約
１
３
０
０
種
の
植
物

が
見
ら
れ
る
但
馬
高
原
植

物
園
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

草
花
の
〝
旬
〞
を
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
、
森
の
案
内
人
（
定
時
ガ
イ
ド
）
が
、

観
光
客
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

森
の
案
内
人
の
1
人
、
春
名
茉ま

り

こ

理
子
さ
ん
（
村
岡
区

村
岡
）
は
、「
園
内
で
は
四
季
折
々
に
姿
を
変
え
る
癒い

や

し

の
空
間
を
満
喫
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い

場
所
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
と
思
う
の
で
、
多
く
の
皆

様
に
ご
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
植
物
園
で
は

６
月
12
日
か
ら
22
日
ま

で
「
癒
し
の
森
の
ガ
ー

デ
ン
シ
ョ
ー
」
が
行
わ

れ
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
オ

ル
ゴ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

〜
但
馬
高
原
植
物
園
〜

　

森
の
案
内
人
と
巡
る
旬
の
花

＜森の案内人＞

春名茉
ま り こ

理子さん
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大
乗
寺
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
江
戸
時
代
の
画
家
、
圓ま

る

や

ま

お

う

き

ょ

山
應
擧
と
そ
の
一
門
に
よ
る

１
６
５
面
の
障
壁
画
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、「
應
擧
寺
」
の

名
前
で
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
３
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
４
日
間
限
定
で
、
特

別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
１
階
案
内
コ
ー
ス
に
加
え
、
普
段
非

公
開
の
２
階
「
猿
の

間
・
鴨
の
間
」
が
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
客
の
皆
さ
ん

は
、
す
ば
ら
し
い

障
壁
画
を
鑑
賞
し
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

〜
大
乗
寺
〜

　

障
壁
画
特
別
公
開

　

長
楽
寺
は
、
天
平
年
間
に
行
基
菩
薩
が
開
き
、
師
自

ら
彫
刻
し
た
本
尊
「
薬や

く

し

る

り

こ

う

に

ょ

ら

い

師
瑠
璃
光
如
来
」
が
安
置
さ
れ

た
霊
験
あ
ら
た
か
な
古こ

さ

つ刹
で
す
。

　

大
仏
殿
に
は
、
高
さ
15

ｍ
も
あ
る
世
界
最
大
級
の

木
像
坐
像
大
仏
が
３
体
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
本
尊
で
あ
る
秘
仏

「
薬や

く

し

る

り

こ

う

に

ょ

ら

い

師
瑠
璃
光
如
来
」
が
６

月
30
日
ま
で
一
般
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

〜
但
馬
大
仏
長
楽
寺
〜

　

秘
仏
の
特
別
公
開

▼森の案内人から説明を受ける参加者

▼復元された竪穴式住居▼勾玉づくりを行う参加者

＜管理人＞

井上克己さん

▼大乗寺を訪れる観光客▼大仏の大きさにびっくり
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行政トピックス

　3月 31 日をもって、新温泉土木事務所に駐
在していた「建築 2課」は廃止されました。
　4月 1日から、美方郡内の建築確認申請な
どの手続きは、豊岡土木事務所まちづくり建
築第 1課が行うことになりました。
●問い合わせ先

　豊岡土木事務所まちづくり建築第 1課
　℡0796・26・3756

但馬県民局の一部再編による

建築確認申請など手続き場所の変更

　任期満了に伴う兵庫県知事選挙が 7 月 5 日
（日）に行われます。
　当日に予定のある人は期日前投票をするこ
とができます。
●期日前投票のできる期間

　6月 19 日（金）～ 7月 4日（土）
●問い合わせ先

　香美町選挙管理委員会（役場総務部総務課内）

　　兵庫県知事選挙

期日前投票のお知らせ

　

町
道
野
間
谷
線

「
小
代
橋
」
竣
工

　

小
代
区
野
間
谷

地
区
と
大
谷
地
区

を
国
道
４
８
２

号
を
横
断
し
て
接

続
す
る
道
路
と
し

て
進
め
ら
れ
て
い

た
町
道
野
間
谷
線

「
小
代
橋
」
の
工

事
が
完
了
し
、
３

月
29
日
、
竣
工
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
完
成
に
よ

り
、
大
谷
商
店
街

の
狭

き

ょ

う

し

ょ

う小
区
間
に

お
け
る
交
通
渋
滞

な
ど
の
緩
和
や
安
全
性
の
確
保
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、「
ふ
れ
あ
い
温
泉
お
じ
ろ

ん
」、「
久
須
部
渓
谷
」、「
吉
滝
キ
ャ
ン

プ
場
」
な
ど
観
光
施
設
へ
の
大
型
バ
ス

の
乗
り
入
れ
に
よ
る
観
光
振
興
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。事業概要

事業主体：香美町
事業期間：平成14～ 20 年度
道路延長：260 ｍ
（うち橋りょう部：41ｍ）
道路幅員：9.25 ｍ
事業総額：約 6億円

▼竣工を記念して行われたテープカット

香
美
町
長
選
挙
・
香
美
町
議
会
議
員
選
挙
結
果

　

任
期
満
了
に
伴
う
香
美
町
議
会
議
員

選
挙
は
４
月
21
日
に
告
示
さ
れ
、
無
投

票
で
16
名
の
新
し
い
町
議
会
議
員
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
し
い
町
議
会
議
員
の
任
期

は
平
成
21
年
5
月
15
日
か
ら
平
成
25
年

5
月
14
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。　

香
美
町
議
会
議
員
選
挙
当
選
者

　

（
掲
載
は
届
出
順
・
敬
称
略
）

　

吉
田
増ま

す

お夫
（
62
歳　

小
代
区
秋
岡
）

　

濵
上
勇は

や

と人
（
47
歳　

香
住
区
下
浜
）

　

西
坂
秀ひ

で

み美
（
64
歳　

村
岡
区
山
田
）

　

森　

利と

し

あ

き秋
（
61
歳　

香
住
区
一
日
市
）

　

山
本
賢け

ん

し司
（
55
歳　

村
岡
区
作
山
）

　

寺
川
秀ひ

で

し志
（
59
歳　

香
住
区
香
住
）

　
　

田
範の

り

あ

き明
（
49
歳　

小
代
区
野
間
谷
）

　

小
林
利と

し

あ

き明
（
66
歳　

香
住
区
香
住
）

　

岸
本
正ま

さ

と人
（
58
歳　

村
岡
区
柤
岡
）

　

西
村
伸し

ん

い

ち一
（
61
歳　

村
岡
区
萩
山
）

　

岡
田
公ま

さ

お男
（
65
歳　

村
岡
区
口
大
谷
）

　

西
川
誠せ

い

い

ち一
（
53
歳　

香
住
区
若
松
）

　

上
田
勝か

つ

ゆ

き幸
（
66
歳　

香
住
区
香
住
）

　

植
田
隆た

か

ひ

ろ博
（
59
歳　

香
住
区
一
日
市
）

　

谷
口
眞し

ん

じ治
（
58
歳　

香
住
区
余
部
）

　

田
野
哲て

つ

お夫
（
56
歳　

小
代
区
新
屋
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

香
美
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

（
役
場
総
務
部
総
務
課
内
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
香
美
町
長
選
挙
は

４
月
26
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開

票
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
票
の
結
果
、
長
瀬
幸
夫
氏
（
69
歳

村
岡
区
村
岡
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

翌
27
日
に
は
、
役
場

本
庁
舎
に
お
い
て
、
香

美
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
よ
り
当
選
証
書

が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
し
い
町
長

の
任
期
は
平
成
21
年
5

月
15
日
か
ら
平
成
25
年

5
月
14
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。　

▼当選証書を付与される長瀬氏

候補者名 開票結果

当 長瀬幸夫 7,154 票

藤原久嗣 5,961 票

▼開票結果
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●
融
資
の
対
象

　

町
内
に
６
ヵ
月
以
上
事
業
所
が
あ
り
、
申
請
時
に
町

の
徴
収
金
（
税
金
な
ど
）
の
滞
納
が
な
い
中
小
企
業
事

業
者
。

●
融
資
内
容

資
金
名

短
期
資
金

長
期
資
金

資
金
使
途

運
転

運
転

設
備

限
度
額

（
万
円
）

１
０
０
０

５
０
０

１
０
０
０

年
利

1.6
％

2.2
％

融
資
期
間

1
年
以
内

５
年
以
内

7
年
以
内

　

※
短
期
と
長
期
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

※
長
期
の
運
転
、
設
備
の
併
用
は
で
き
ま
す
が
、
上

　
　

限
は
１
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

※
異
な
る
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
場
合
は
、

　
　

限
度
額
の
超
過
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

※
融
資
お
よ
び
返
済
方
法
は
取
扱
金
融
機
関
の
定
め

　
　

る
方
法
に
よ
り
ま
す
。

●
お
申
込
方
法

　

金
融
機
関
な
ら
び
に
香
美
町
商
工
会
本
所
・
村
岡
支

所
・
小
代
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
ご
記
入
の
う

え
、
取
扱
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
取
扱
金
融
機
関

　

但
馬
銀
行
香
住
支
店
・
香
住
港
支
店
・
柴
山
支
店

・
村
岡
支
店
、
但
馬
信
用
金
庫
香
住
支
店
・
村
岡
支
店
・

美
方
支
店
、
み
な
と
銀
行
香
住
支
店
、
兵
庫
県
信
漁
連

香
住
加
工
支
店
、
た
じ
ま
農
協
香
住
支
店
・
村
岡
支
店
・

美
方
支
店

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
産
業
部
観
光
商
工
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

　

香
美
町
商
工
会
本
所
℡
０
７
９
６
・
36
・
０
１
２
３

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
の
ご
案
内

※役場各課など主な施設の電話番号は、9ページにあります。

　

４
月
19
日
、
村
岡
小
学
校
で

香
美
町
消
防
団
の
出
初
式
が
行

わ
れ
、
本
城
繁
信
団
長
以
下
、

５
５
６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
藤
原
町
長
が
「
い
か

な
る
状
況
で
も
常
に
先
頭
に
立
っ

て
活
動
し
、
町
民
の
安
心
・
安
全

の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
、

村
岡
特
設
第
4
分
団
所
属
の
天
良

尚な

お

き紀
さ
ん
が
「
訓
練
を
重
ね
な
が

ら
災
害
の
防
御
に
つ
と
め
、
地
域

住
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
力

い
っ
ぱ
い
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

平
成
21
年
度 

消
防
団
出
初
式　

火
災
や
災
害
か
ら
わ
が
町
を
守
る
！

◇
団
長
…
本
城
繁
信

【
香
住
支
団
】

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
青
山
喜き

い

ち一

◇
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
石
田
俊

し

ゅ

ん

い

ち一

　

佐
藤
尚し

ょ

う

む武
、
西
内
一
博

◇
分
団
長

・
支
団
本
部
…
福
島
勉
、
三
輪
典の

り

ゆ

き志

　

磯
田
啓
介
、
渡
邉
孝
、
橋
本
昭
弘　

　

山
﨑
清せ

い

こ

う公

・
香
住
特
設
分
団
…
…
…
寺
田
朋と

も

ひ

ろ弘

・
香
住
第
１
分
団
…
…
…
吉
田
博
和

・
香
住
第
２
分
団
…
…
…
有
田
泰

・
香
住
第
３
分
団
…
…
…
濱
戸
康
幸

・
香
住
第
４
分
団
…
…
…
井
上
大
作

・
香
住
第
５
分
団
…
…
…
川
本
剛つ

よ

し志

・
余
部
分
団
…
…
…
…
…
嵯
峨
伸
也

・
柴
山
分
団
…
…
…
…
…
寺
川
健
吾

・
佐
津
分
団
…
…
…
…
…
沼
田
秀
夫

・
奥
佐
津
分
団
…
…
…
…
橋
本
秀
喜

・
長
井
第
１
分
団
…
…
…
原
田
昭
博

・
長
井
第
２
分
団
…
…
…
中
尾
廣ひ

ろ

　【
村
岡
支
団
】

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
西
村
功

◇
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
古
家
学

　

今
後
武
司
、
東
俊と

し

か

ず一

◇
分
団
長

・
支
団
本
部
…
前
田
博
、
藤
原
博
文　

　

石
井
勇
、
長
岡
裕
文

・
村
岡
特
設
第
１
分
団
…
谷
脇
文
雄

香
美
町
消
防
団
（
分
団
長
以
上
、
敬
称
略
）

・
村
岡
特
設
第
２
分
団
…
今
井
規の

り

お雄　

・
村
岡
特
設
第
３
分
団
…
中
岡
悟

・
村
岡
特
設
第
４
分
団
…
阿
瀬
幸
雄

・
村
岡
第
１
分
団
…
…
…
今
岡
正せ

い

き喜　

・
村
岡
第
２
分
団
…
…
…
石
原
裕
幸

・
村
岡
第
３
分
団
…
…
…
中
村
真ま

さ

と人

・
村
岡
第
４
分
団
…
…
…
井
上
呈て

い

じ

ろ

う

二
郎

・
村
岡
第
５
分
団
…
…
…
田
邊
光
敏

・
村
岡
第
６
分
団
…
…
…
西
村
一
敏

・
村
岡
第
７
分
団
…
…
…
西
谷
博
文

・
村
岡
第
８
分
団
…
…
…
石
井
好
次　

・
村
岡
第
９
分
団
…
…
…
小こ

だ

に

よ

し

か

ず

谷
佳
和

・
村
岡
第
10
分
団
…
…
…
石
井
寛
信

・
村
岡
第
11
分
団
…
…
…
小
西
敏

【
小
代
支
団
】

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
田
淵
正
一

◇
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
邊
見
八
郎　

　

西
村
吉
弘

◇
分
団
長

・
支
団
本
部
…
田
中
公
雄
、
古
岡
敏
幸

　

朝
倉
富
昭
、
中
村
達
也
、
古
岡
恵
祐

・
小
代
特
設
第
１
分
団
…
上
田
通み

ち

は

る治

・
小
代
特
設
第
２
分
団
…
井
上
清
正

・
小
代
第
１
分
団
…
…
…
井
上
博
幸　

・
小
代
第
２
分
団
…
…
…
藤
井
良
光

・
小
代
第
３
分
団
…
…
…
小
林
謙け

ん

す

け祐

・
小
代
第
４
分
団
…
…
…
上
田
賢

さ
と
し

・
小
代
第
５
分
団
…
…
…
小
林
良か

ず

ひ

と斉

・
小
代
第
６
分
団
…
…
…
今
井
悦え

つ

ろ

う郎

　

▲団長に決意を誓う本年度の新入団員の皆さん
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 犬の登録・狂犬病予防注射
―　ご都合のよい日時・会場で必ず受けてください　―

【香住区】
日程 対象地区 時　　間 場　　所

5
月
26
日
(火 )

土生 9:00 ～ 9:02 土生区入り口

本見塚 9:08 ～ 9:10 本見塚区内

下岡 9:20 ～ 9:25 奥佐津地区公民館付近

上岡 9:35 ～ 9:40 奥佐津郵便局付近

隼人 9:45 ～ 9:50 隼人区公民館前

畑 10:00 ～ 10:05 畑区公民館前

三川 10:25 ～ 10:28 旧三川分校前

丹生地 10:45 ～ 10:50 丹生地構造改善センター前

九斗 10:58 ～ 11:00 九斗区公民館前

相谷 11:15 ～ 11:20 相谷区公民館前

安木 11:30 ～ 11:35 佐津地区健康管理施設前

訓谷 11:45 ～ 11:50 佐津地区公民館前

無南垣 13:00 ～ 13:05 香住第二中寄宿舎前

浦上 13:15 ～ 13:20 浦上区公民館前

上計 13:30 ～ 13:35 柴山地区公民館前

沖浦 13:50 ～ 13:55 沖浦区公民館前

境 14:05 ～ 14:10 境区公民館前

一日市 14:20 ～ 14:25 一日市区公民館前

若松 14:40 ～ 14:45 若松ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前

香住 15:05 ～ 15:30 香住文化会館前

5
月
27
日
( 水 )

八原 9:00 ～ 9:05 八原区公園

藤 9:10 ～ 9:12 藤橋付近

中野 9:18 ～ 9:20 中野区公民館前

小原 9:25 ～ 9:30 小原区公民館前

大野 9:35 ～ 9:40 大野橋付近

大谷・三谷
9:50 ～ 9:55 大谷橋（三谷側）

10:00 ～ 10:05 三谷下バス停

守柄 10:15 ～ 10:20 守柄橋付近

加鹿野 10:25 ～ 10:30 香住自動車教習所駐車場

森
10:40 ～ 10:45 森区公民館前

10:50 ～ 10:55 上下水道課前（旧水道事業所前）

間室 ･油良 11:00 ～ 11:05 油良区公民館前

七日市 11:20 ～ 11:25 七日市区天満神社

矢田・下浜 11:30 ～ 11:35 下浜区公会堂前

鎧 13:08 ～ 13:10 鎧漁港上屋付近

余部

13:25 ～ 13:30 市午橋付近

13:35 ～ 13:40 旧余部郵便局前

13:55 ～ 14:00 御崎駐車場

香住 14:30 ～ 15:00 旧三輪清駅前
給油所裏駐車場

【村岡区】
日程 対象地区 時　　間 場　　所

5
月
28
日
(木 )

福岡 9:30 ～ 9:45 福岡体育館

八井谷 9:50 ～ 9:52 八井谷公民館

大野 10:00 ～ 10:02 大野公民館

口大谷・中大谷 10:10 ～ 10:20 旧太谷荘前

大笹 10:25 ～ 10:30 大笹バス停

高坂 10:40 ～ 10:41 高坂神社

池ヶ平 10:45 ～ 10:46 池ヶ平公会堂

和池 10:50 ～ 10:52 和池四つ角

森脇 10:55 ～ 10:58 森脇公会堂前

黒田 11:05 ～ 11:10 黒田精米所

宿 11:15 ～ 11:20 宿公会堂

作山 11:30 ～ 11:32 作山橋

日影 11:40 ～ 11:55 日影体育館

耀山・市原 13:00 ～ 13:10 市原橋

高井・寺河内 13:15 ～ 13:30 寺河内バス停

光陽 13:35 ～ 13:45 光陽公会堂

大糠 13:50 ～ 13:52 大糠公会堂

萩山・板仕野 14:00 ～ 14:05 萩山バス停

神坂・相田 14:10 ～ 14:13 神坂バス停

村岡（大字 10 区） 14:20 ～ 14:35 つつじの里

鹿田・用野 14:40 ～ 14:45 鹿田公会堂

入江 14:50 ～ 14:55 入江バス停

和田・小城 15:00 ～ 15:05 和田公会堂

長板 15:10 ～ 15:15 長板公会堂

5
月
29
日
( 金 )

境 9:30 ～ 9:35 境公会堂

山田 9:40 ～ 9:43 山田ポンプ小屋

長瀬 9:50 ～ 9:55 長瀬バス停

味取・原 10:00 ～ 10:15 原診療所

長須 10:20 ～ 10:22 長須ポンプ小屋

高津 10:30 ～ 10:33 高津バス停

和佐父 10:40 ～ 10:43 和佐父公民館

川会 10:50 ～ 10:53 射添会館

丸味 11:05 ～ 11:07 丸味区県道出入口

柤岡 11:15 ～ 11:30 柤岡バス停

熊波 11:40 ～ 11:45 熊波公会堂

【小代区】
日程 対象地区 時　　間 場　　所

5
月
22
日
(金 )

石寺・広井 9:40 ～ 9:55 広井集会所

神水・水間・猪之谷
・神場 10:00 ～ 10:20 神水農協

ライスセンター

忠宮・実山・平野 10:25 ～ 10:35 忠宮堂の下

貫田 10:40 ～ 10:55 貫田集会所

東垣・鍛治屋・佐坊 11:00 ～ 11:10 東垣堂の前広場

大谷・城山・久須部
・熱田・野間谷 11:20 ～ 11:50 小代地域局車庫前

秋岡 13:15 ～ 13:35 秋岡バス停

新屋・茅野 13:45 ～ 14:00 新屋集会所駐車場

　犬を飼うときには、必ず犬の登録をして、予防注射を受けましょう！
◇注射は健康な犬を対象に行いますので、当日は犬の体調にご注意ください。
◇健康状態に不安がある場合には、注射を受ける前に獣医師へご相談ください。　　　
◇かかりつけの獣医師がある場合には、できるだけ動物病院で狂犬病予防接種を受けてください。
◇会場周辺でフンをした場合は、飼い主が責任を持って処分してください。
◇会場で暴れないよう、犬をしっかりとしつけられる人がお連れください。
◇生後 91 日以上の犬は、生涯１回の登録と毎年の注射が法律により義務づけられています。

●登録・狂犬病予防注射にかかる料金
・平成 20 年度までに狂犬病予防注射を受けた犬→注射 ･注射済票交付手数料　　　　　 ･･･3,200 円
・初めて登録し、狂犬病予防注射を受ける犬 →登録手数料 ･注射 ･注射済票交付手数料 ・･･6,200 円

●問い合わせ先

　役場健康福祉部町民課、各地域局健康福祉課

行政トピックス



7 ※役場各課など主な施設の電話番号は、9ページにあります。

〈
切
り
取
り
線
〉

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め
、『
町
長
へ
の
ご
意
見

箱
』
行
き
の
ハ
ガ
キ
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

　

町
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
は
、
左
の
ハ
ガ
キ
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
点
線
に
沿
っ

て
切
り
離
し
、
切
手
を
貼
ら
ず
に
最
寄
り
の
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、『
町
長
へ
の
ご
意
見
箱
』
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
封
書
な
ど
で
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://w
w
w
w
.to
w
n
.m
ika
ta
-ka
m
i.lg
.jp
/

　

・
フ
ァ
ッ
ク
ス　
　

０
７
９
６
・
３
６
・
３
８
０
９

　

な
お
、
ご
提
案
な
ど
の
内
容
を
匿
名
で
広
報
誌
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
企
画
課

 

皆
さ
ん
の
声
を
町
長
へ
！

　
　
　
　

〜
『
町
長
へ
の
ご
意
見
箱
』
行
き
ハ
ガ
キ
の
ご
利
用
に
つ
い
て
〜

  70 歳以上の1人世帯で住民税が非課税の皆さんへ

上下水道料金の減免措置のお知らせ

　70 歳以上の一人世帯で住民税が非課税の人を

対象に、申請により上下水道料金の負担を軽減

しています。

　なお、申請書は、役場健康福祉部町民課窓口、

建設部上下水道課、各地域局などにあります。

●軽減額　

　水道料金　　315 円／月　

　下水道料金　210 円／月

●問い合わせ（提出）先

　役場建設部上下水道課、各地域局農林建設課

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

香
美
町
で
は
、
今
年

４
月
か
ら
第
３
子
以
降

の
お
子
さ
ん
の
出
生
に

対
し
、
申
請
に
基
づ
い

て
〝
出
産
祝
金
〞
を
お

贈
り
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

こ
の
第
１
号
は
、
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
宅

見
瞬し

ゅ

ん

き希
ち
ゃ
ん
の
出
生

を
届
け
出
さ
れ
た
幸
次

さ
ん
・
洋ひ

ろ

こ子
さ
ん
ご
夫

妻
（
村
岡
区
村
岡
）
で
、
４
月
13
日
に
村
岡
地
域

局
で
藤
原
町
長
が
直
接
、
祝
金
５
万
円
を
贈
り
ま

し
た
。

　

幸
次
さ
ん
は
、「
子
ど
も
も
三
人
目
に
な
る
の

で
非
常
に
あ
り
が
た
い
で
す
。
使
い
道
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
の
た
め
に
使

い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

 

香
美
町
出
産
祝
金
贈
呈

●
支
給
対
象

平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
第
3
子

以
降

●
受
給
資
格

　

対
象
と
な
る
子
の
親
権
者

●
支
給
対
象
世
帯
の
条
件

　

香
美
町
に
住
所
を
有
し
か
つ
出
生
後
、
1
年
以

上
継
続
し
て
香
美
町
に
在
住
す
る
こ
と

▲出産祝金を受け取る幸次さん
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〈
切
り
取
り
線
〉

　ＡＥＤとは、心臓がけいれんし、ポンプ機
能を失ったときに電気ショックを与え、正常
なリズムに戻すための医療機器です。
　町内では次の場所に設置していますので、
緊急を要する場合にはご利用ください。

ご存じですか

AED（自動体外式除細動器）設置施設

▼ AED を保有する町施設

▼町施設以外で AED のある施設

　昭和 34 年に警察官となっ
て以来、長年にわたり交通安
全や治安維持にご尽力されて
こられました。
　その間、昭和 57 年に香住
漁港で行われた第２回全国豊
かな海づくり大会では交通警
備を担当されました。

　受章について「仕事場の人びとに恵まれ勤め

あげることができました。本当にありがたい。

これからも元気で、好奇心や探究心を忘れず、

いろいろなことにチャレンジしていきたいで

す」と語られました。　

元豊岡警察署長

瑞宝双光章　馬場 英雄さん（香住区訓谷・74 才）

　

４
月
６
日
に
町
内
医
療
機
関
で
行
っ
た
乳
幼
児
の
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
の
際
に
、
誤
っ
て
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
と
い
う
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
い
、
心
か
ら
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
件
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
取
り
違
え
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
十
分
な

チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
予
防
接
種
管
理
伝
票
を
作
成
し
、
こ
れ

を
も
と
に
接
種
前
の
ワ
ク
チ
ン
確
認
は
役
場
職
員
が
複
数
名
で
行
う
体
制
を
と
る

と
と
も
に
、
医
療
機
関
に
お
い
て
も
こ
の
伝
票
で
確
認
し
て
も
ら
う
よ
う
に
改
め
、

４
月
７
日
の
予
防
接
種
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

二
度
と
こ
の
よ
う
な
誤
ち
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

 
予
防
接
種
誤
接
種
の
再
発
防
止
に
つ
い
て
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こんにちは、赤ちゃんお誕生 慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

求　人　情　報
※詳細については、ハローワークにおたずねください。

ハローワーク香住（職業安定所）
℡0796・36・0137 （平成 21 年 4 月 20 日現在、順不同）

▽正社員 ▽パートほか（正社員以外）

所在地・勤務地 事業所名 職種 年齢 人数 所在地・勤務地 事業所名 職種 年齢 人数

香住区若松　 日本調剤㈱大阪支店 薬剤師 59 以下 1

香住区七日市 ヤマモトロープ

販売（就業時間　8：00
～ 17：00）

不問 2
香住区若松 ㈲西増商店 水産加工員 62 以下 2

香住区香住 (有) もりひろ商店 水産加工員 64 以下 1 販売（就業時間　8：00 ～
15：00、9：00 ～ 16：00）

不問 2
香住区香住 ㈲三七十 調理師見習 不問 1

香住区隼人 マルカツ水産㈱ 工場管理者 59 以下 1 香住区若松 富士産業㈱　神戸事業部 調理補助 不問 2

香住区若松 デイサービスセンター　てまり 介護員 不問 2 香住区守柄 ㈱伸和ラビットクリーニング守柄工場 クリーニング仕上 不問 3

香住区沖浦 ㈱カネト水産 水産加工員 不問 3 香住区若松 日本調剤㈱大阪支店 薬剤師 不問 1

香住区七日市 ㈱蔵平水産 製造包装員 59 以下 3
香住区香住 ㈱スタミナフードサービス

調理及び接客（餃子の王将香住店） 不問 3

香住区七日市 西村歯科医院 受付兼歯科助手 不問 1 接客及び調理補助（餃子の王将香住店） 不問 3

香住区若松 (有)K-SIN　TRANSPORT 運転手 不問 1 香住区森 社会福祉法人　香美町社会福祉協議会 ホームヘルパー 不問 2

小代区野間谷 SHT 兵庫㈱ 開発設計技術者 59 以下 1 香住区若松 ㈲西増商店 水産加工員 不問 2

小代区神水 社会福祉法人　みかたこぶしの里 看護員（看護師） 62 以下 2 香住区隼人 マルカツ水産㈱ 水産加工員 不問 3

小代区城山 ㈱出石モータース 営業（小代営業所） 59 以下 1 香住区七日市 ㈱蔵平水産 製造包装員 59 以下 2

香住区若松 デイサービスセンター　てまり 介護員 不問 2

村岡区村岡 たじま農業協同組合 介護支援業務員 不問 1

村岡区大糠 ㈱コメリ　中四国地区本部 販売員 不問 1

小代区野間谷 SHT 兵庫㈱ 車載用センサーコア　低周波トランス製造 不問 3

※このコーナーは、先月（4/1 ～ 4/26）の届出分の内、承諾を得た
方のみ掲載しています。（届出順・敬称略） ※このコーナーは、先月（4/1 ～ 4/26）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

●役場各課など主な施設の連絡先
役場本庁舎　36・1111( 代表 )
総　務　課　36・1111　　企　画　課　36・1962　　税　務　課　36・1113　　会　計　課　36・4321
町　民　課　36・1110　　健　康　課　36・1114　　福　祉　課　36・1964　　農林水産課　36・0846
観光商工課　36・3355　　建　設　課　36・1961　　上下水道課　36・0420　　議会事務局　36・1963
村岡地域局　94・0321( 代表 )　　小代地域局　97・3111( 代表 )　
教育委員会　94・0101　　香住分室　36・3764　　小代分室　97・3966
公立香住病院　36・1166　　公立村岡病院　94・0111　　香住地域福祉センター　36・4345
香住老人福祉センター　36・5008　　村岡老人福祉センター　98・1000　
小代高齢者生活支援センター　97・2202　　　　　　　　　　　　（全ての施設の市外局番：0796）

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
国
民
年
金
・
厚

生
年
金
の
現
役
加
入
者
の
皆
さ
ん
に

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
毎
年
誕
生
月

に
お
送
り
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
ご
自
分
の

年
金
記
録
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、「
も

れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

同
封
の
回
答
票
に
て
、
ご
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
大
切
な
年
金
記
録
を
正
し

い
も
の
に
す
る
た
め
、「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
に
よ
る
年
金
記
録
の
ご
確
認
に
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
、
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０ 

・ 
０
５
８ 

・ 

５
５
５

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
！

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

◆お詫びと訂正◆

　広報「ふるさと香美」第 49 号 ( 平成

21 年 4 月号 ) の記事に、以下のとおり

誤りがありました。関係者のみなさまに

は大変ご迷惑をおかけいたしましたこと

をお詫びして、訂正いたします。

・17 ページのこんにちは、赤ちゃんの

記事で、香住区沖浦　谷岡栄茂さん・小

夜子さんのお子さんのお名前が「利津」

さんとありますが、正しくは「利
り つ

律」さ

んでした。

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town
 News

ま
ち
の
出
来
事

　

４
月
８
日
、
町
内
の
各
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
１
年
生
は
全
町
で
１
８
３
人
。

　

今
日
か
ら
、
友
達
を
い
っ
ー
ぱ
い
つ
く
っ
て
、
思
い
っ
き
り
遊

ん
で
、
し
っ
ー
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
小
学
校 

入
学
式

   

入
学
お
め
で
と
う
！

    

元
気
い
っ
ぱ
い
、
夢
い
っ
ぱ
い
！

▲

香住区・佐津小学校の新入生の皆さん

▲

村岡区　射添小学校の新入生の皆さん

▲

小代区　小代小学校の新入生の皆さん

　

４
月
12
日
、
村
岡
区
の
ハ

チ
北
高
原
で
、
春
の
訪
れ
を

告
げ
る
「
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
高
原
で
は
、
兵
庫
県
の

天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
が
、
約

３
万
株
も
自
生
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ

の
「
座
禅
」
に
ち
な
ん
で
、
残

雪
の
上
に
裸
足
で
上
が
り
座

禅
を
組
ん
で
ど
れ
だ
け
耐
え

ら
れ
る
か
を
競
う
「
雪
上
座

禅
ガ
マ
ン
大
会
」
が
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
13
人
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
時
間
近
く
も
雪
上
で

座
禅
を
組
み
、
見
事
２
位

に
入
賞
し
た
西
村
淳あ

つ

と登
君

(

７
歳
、
村
岡
区
大
笹)

は
、「
す
ご
く
冷
た
か
っ

た
け
ど
、
我
慢
し
て
頑
張

り
ま
し
た
。
２
位
に
な
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
感

想
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
会
場
で
は
、
地
元

の
皆
さ
ん
に
よ
る
特
産
品

の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、

多
く
の
観
光
客
や
地
元
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ハ
チ
北
高
原
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
祭
り

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
と
座
禅
で
会
場
大
賑
わ
い

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

▲

「ザゼンソウ」のように見えるかな？

▲鮮やかに咲くザゼンソウ ▲大盛況の特産品販売コーナー
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村
岡
中
学
校
入
学
式

新
し
い
伝
統
が
こ
こ
か
ら
始
ま
る（

村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

▲

村岡区　村岡中学校 1年 1組の新入生の皆さん

　

村
岡
区
の
３
中
学
校
が
統
合
し
、
本
年
度
か
ら
新
し
い
『
村
岡
中

学
校
』
が
開
校
。
４
月
８
日
に
は
入
学
式
が
行
わ
れ
、
一
期
生
と
な

る
60
人
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

▲

村岡区　村岡中学校 1年 2組の新入生の皆さん

　

昭
和
34
年
４
月
に
地
元
住
民

の
請
願
に
よ
り
完
成
し
た
餘
部

駅
。
そ
の
開
設
50
周
年
を
祝
い
、

４
月
18
日
に
記
念
行
事
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
当
時
の
喜
び
を

思
い
起
こ
そ
う
と
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
駅
の
建
設
の
際
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
力
を
合

わ
せ
て
、
海
岸
か
ら
駅
の
ホ
ー

ム
の
基
礎
と
な
る
玉
石
を
運
び

上
げ
、
自
分
た
ち
の
駅
を
作
る

こ
と
に
一
生
懸
命
で
し
た
。　

　

今
回
の
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
時
の

苦
労
を
体
験
し
よ
う
と
、
小
学
生
を
は
じ
め
余
部
の
皆
さ

ん
に
よ
る
玉
石
運
び
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
玉
石
を
運
ん
だ
岡
本
重
利
さ
ん
（
香
住
区
浜
）

は
、「
駅
が
で
き
る
こ
と
は

と
て
も
嬉
し
く
、
み
ん
な

で
汗
を
流
し
て
運
び
ま
し

た
。
今
日
、
運
ん
だ
石
が

新
し
い
駅
の
基
礎
と
な
れ

ば
・
・
・
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
本
燿よ

う

じ司
君
（
余

部
小
６
年　

香
住
区
御
崎
）

は
、「
昔
の
人
が
苦
労
し
て

作
っ
た
駅
や
鉄
橋
が
な
く

な
る
の
は
さ
み
し
い
で
す
。

自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
が

住
み
や
す
く
な
る
よ
う
新

し
い
駅
を
大
切
に
し
た
い
」

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

餘
部
駅
開
設
50
周
年
記
念

わ
っ
し
ょ
い
！
新
し
い
駅
を
み
ん
な
の
力
で

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

▲

先人の玉石運びを体験

▲当時の苦労話を語る岡本さん
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この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙を使用しています。
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★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

まちのうごき
（平成 21年 4月 1日現在）

合　計　21,518 人（－ 104）

　男　　10,223 人（－ 46）

　女　　11,295 人（－ 58）

世帯数  6,922 世帯（－ 14）
カッコ内は前月比

　山陰海岸国立公園は、京都府京丹後市から鳥取県鳥取市まで
延長約 75 ｋｍにおよぶ海岸線で、大変変化に富んだ景観を見
せます。
　この公園の中心に位置する香住海岸は国の名勝にも指定され
ており、四季を通じて美しく雄大な景色を見ることができます。
　また、日本海特有の荒波に浸食されてできた数々の奇岩・洞
門の連続する断崖は、大自然の神秘を堪

た ん の う

能させてくれます。
　遊覧船などを使い海上からしか見ることができない場所も多
いですが、日本の夕陽百選にも選ばれている今子浦の夕陽や、
海上にきらめくイカ釣り漁船の灯火（漁り火）など、陸上から
見える美しい風景もたくさんあります。
　昨年 12 月、山陰海岸が初の「日本ジオパーク」に認定され
ましたが、本年度は京都、兵庫、鳥取の３府県の関係自治体や
産業団体などが連携し「世界ジオパーク」への認定を目指して
取り組みを進めています。

ふるさとの魅力を訪ねてふるさとの魅力を訪ねて

 名勝 香住海岸  

▼かえる島・千畳敷・大引の鼻など見どころの多い「今子浦」

▲インディアンの横顔にそっくり
「鷹の巣島（インディアン島）」

※ジオパーク

　地質学的な重要性に加え、考古学的、生態学的、文化的な価値のある一種の自然公園で、

大きく分けて「世界ジオパーク」と「日本ジオパーク」があります。世界ジオパークとは、

国連教育科学文化機関（ユネスコ）が支援する「世界ジオパークネットワーク」への加

盟を認められた地域のことで、日本ジオパークとは、日本ジオパーク委員会が認定する

国内版のジオパークを指します。 ▲国指定天然記念物「鎧の袖」

編
集
後
記

　

４
月
か
ら
広
報
担
当
と
な
り
ま
し
た
。
時
間
に
追
わ

れ
、
果
た
し
て
発
行
で
き
る
の
か
と
周
囲
の
人
に
ご
心

配
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
ど
う
に
か
う
ぶ
声
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
８
日
、
初
め
て
の
取
材
で
訪
ね
た
香
住

区
の
佐
津
小
学
校
。
光
り
輝
い
た
新
入
生
の
顔
が
、
カ

メ
ラ
の
レ
ン
ズ
越
し
に
と
て
も
ま
ぶ
し
く
見
え
ま
し

た
。
き
っ
と
胸
の
中
の
大
き
な
夢
と
あ
り
あ
ま
る
好
奇

心
が
あ
ふ
れ
出
て
い
る
で
し
ょ
う
ね
。

　

広
報
の
取
材
を
通
じ
て
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
と
出

会
う
機
会
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
の
腕
は

未
熟
で
す
が
、
少
し
で
も
そ
の
方
々
の
い
い
笑
顔
を
取

れ
る
よ
う
日
々
精
進
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｍ
）


